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１ 第 29 回山形県林業まつり開催！!  

 10月 19～20日山形県総合運動公園第二南駐車場内

特設会場（天童市山王 1-1）にて、令和の時代を迎え、

森林や林業さらには環境に対する県民の理解を深め、

木材や林産物等の利用を推進するため、第 29 回山形

県林業まつり（実行委員長：細野武司）を開催した。

主催は山形県林業まつり実行委員会、山形県、天童市、

県森林協会、県森林組合連合会、県木産協、（公財）

県みどり推進機構、やまがた県産木材利用センターの

8 団体で、他に業界団体や企業等 29 団体が協賛して

いる。70 張を超えるテントブースと躯体展示が３件、高性能林業機械が 3 台と例年通りの

にぎわいをみせた。初日はあいにくの雨模様であったが、翌日の暖かな秋晴れにより 2万 9

千人の来場者を数えた。初めに併催行事の林材業年

次大会において、大会実行委員長の細野武司が行政

と業界が連携し山形県森林・林業・木材産業の推進

を図っていくと挨拶した。続いて木産協松田賢理事

長が林野庁など中央官庁や上部団体に対して「やま

がた森林ノミクス」の推進と「災害に強い多様で健

全な森林づくりの推進」を提案した。その後、若松

正俊副知事、舟山やすえ参議院議員など加わり、恒

例の丸太カットで開会した。今年も県農林水産祭の

一環として、食彩まつり（約 50ブース）と併催で開催している。 

 木産協関連ブースを中心に簡単に紹介します。まずは、山形木材業組合支部（代表：鍋倉

利樹氏）による恒例青空親子木工教室で、初日はテレビ中継も入るなど例年通りのにぎわい

を見せ林業まつりの看板ブースとなった。ＪＡＳ事業

関連では、ＪＡＳ材展示コーナーや合法木材普及コー

ナー、ＪＡＳ材躯体展示、子ども上棟式（ＪＡＳ材利

用）を開催し、パネル展示や手触り感など、県民にＪ

ＡＳ材とりわけ機械等級区分構造材をＰＲした。その

他、県産スギ合板・県産スギ集成材コーナーや県産広

葉樹材を紹介するコーナーを設け、木製ネームプレー

ト作成やかんな掛けなど体験していただいた。 
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子ども上棟式は、土台から子ども達が組み

上げて、最後餅撒きまで体験する方式とした。

材は㈱山形城南木材市場上山加工工場のＪＡ

Ｓ機械等級区分構造材を（協）山形木造住宅プ

レカットシステムで加工し納めたもの。6人の

子供と 3 人のプレカット協会の担当者らが 30

分程で組み上げた。その後の餅撒きは小学校

までの子ども限定参加ですが、用意した 600個

の餅やお菓子は瞬く間に無くなった。 

木結の家主催のＪＡＳ材モニュメントは斜

め加工も可能な金具工法プレカット加工で同

グループの技術力をＰＲしていた。 

カンナふわふわテントコーナーは新規の企

画で㈱アイタ工業の協力により、トンパック

３個分のカンナ屑を集めていただいた。様々

な樹種が混在し、子ども達は大喜びでダイブ

し、飛び回っていた。見ていた保護者からも、

「木の香りが素晴らしい遊具ですね。」と好評

であった。今回は風が強く、事務局の屑の掃

除が大変であることを実感した。 

高性能林業機械展示コーナーでは、今年も

県立農林大学校林業経営学科学生がオペレーターとなり、ハーベスタの操作等を担当した。

吉崎教授によれば、今回の参加した学生は県内の森林組合に内定をいただいているとのこと 
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２ 県庁ロビー内装木質化工事完了!! 

 夏ごろから少しずつ見られるようになった県庁

ロビーの内装木質化工事が 9月末で完了し、10月

3日（木）吉村知事も参加し、除幕式が行われた。

これは、県内市町村の公共施設・民間施設の木質化

のモデルケースとして設置したもので、知事の進

めている「やまがた森林ノミクス」の推進を図るも

の。工事の概要として、設計が㈱平吹設計事務所、

製材加工が㈱庄司製材所、工事施工が㈱渋谷組。木

材使用料益１７㎥、総事業費 42,000千円。特徴と

して県産スギの縦格子を基調に配置し、中心部に山形県を模ったスギ板プレートで装飾し、

その上に 35 市町村の木を配置している。吹き抜けの木製パネルには、県の花（ベニバナ）、

魚（サクラマス）、木（サクランボ）、獣（カモシカ）、鳥（オシドリ）をモチーフにしたマ

ークを取り付け、県のシンボルをＰＲしている。除幕式で知事は「山形の木質化のモデルと

して発信したい。」と挨拶し、庄司製材所社長さんら工事関係者と共にプレートを除幕した。 

３ 西山杉利活用推進コンソーシアム開催!!  

10月 17日（木）寒河江市の村山総合支庁西村山

地域振興局で西山杉利活用推進コンソーシアム

（会長：佐藤浩之産業経済部長）が開催された。本

コンソーシアムは西川・大江・朝日の 3 町で生産

されているブランド材「西山杉」の利用拡大などを

目指して設立した産学官の協議会です。会議では

本年度事業を確認し、その後さらなる販路拡大の

ため、木産協理事長松田賢氏から「地域材に求めら

れるもの」と題して提言し意見交換を実施した。提

言の中で地域材の需要拡大のためには、県内の新設住宅着工数等から県内ＰＲだけでは厳し

い状況であり仙台圏や首都圏への県外出荷が望ましいが、全国的に戦後植栽し伐期齢を迎え

た林分が増えたことから差別化が必要であり、良質な西山スギ製材品だけを出荷するなどし

て、信頼を高めブランド力を上げていく必要があると話した。 

４ 森林都市木造化推進議連・協議会合同研修会開催!! 

 10 月 23 日（水）東京自民党本部 7 階会議室に

おいて、「森林を活かす都市の木造化推進議員連盟

総会・協議会合同研修会」（会長：吉野正芳衆議院

議員）が開催され、林野庁長官や国交省・環境省

幹部も参加し、議連が中央業界と連携し都市の木

造化を進めていくことを確認した。本県からは、

遠藤利明氏が理事に、鈴木憲和氏が事務局次長に

就任している。来賓挨拶では、岸田政調会長が応

援演説を行った。先進地視察事例として山形県が

紹介された。木産協からは、理事長代理で専務が出席した。協賛者席ではあるが最前列のテ

ーブル席指定の待遇だった。研修会終了後、同本部 9 階にて合同パーティーが開催された。 
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５ 県林工連携コンソ森総研（つくば市）視察!! 

 10月 31日（木）～11月 1日（金）山形県林工連 

携コンソーシアム研究会（会長：柴田洋雄山形大学 

名誉教授）が会員 11名参加による国立研究開発法人 

森林研究・整備機構森林総合研究所（茨城県つくば 

市）視察会を実施した。木産協からは、安部副理事 

長、鍋倉山形木材業支部長、寺崎相原木材専務、鈴 

木木産協専務が参加した。在来軸組工法に耐力壁（ネ 

ダノン）を併用し、太陽光を取り入れた環境に配慮し 

た最新鋭の健康住宅やＣＬＴ関連試験室、強度関連試験室、

フィンガージョイント試験室、スマート林業最新機械、セル

ロースナノファイバー試験施設等の各施設視察、木のお酒の

香りを体験した。夜は、森総研の宮沢企画部研究管理科長も

加わり、最新木材加工状況等について意見交換を実施した。 

６ 11 月以降の行事予定 

日 程 行  事  名 予定出席者 

11. 1  木材利用推進「全国会議」 （東京：木材会館）  専務 

 11.  3  山形県木造住宅フェア 2019（山形ビッグウイング） 専務他 

 11. 5-6  森林・林業技術研修会   （最上管内） 専務 

11. 6  全国木材産業振興大会   （高知市） 理事長他 

11. 11  遠藤利明政経セミナー   （山形市 ） 安部副理事長 

11. 13  合法木材実務研修会    （山形市 パレス） 理事長・専務 

 11. 15   オリ・パラ木材供給事業報告会・ＪＡＳ説明会 メトロ 理事長・専務 

 11. 25  舟山やすえ政経セミナー  （山形市 パレス） 理事長 

 12.  2   林業まつり実績報告会   （山形市 国際Ｈ） 理事長他 

 12.  8  吉村美栄子と語る会    （山形市 パレス） 理事長 

７ 日本百名山シリーズ紹介（水晶岳） 

  北アルプスの奥地、黒部川の源流域に位置する水晶岳

（黒岳）2,986ｍは、山頂部に水晶が転がっていたという

話もあり、登山道が乱れ、ついつい足元を見てしまうが今

は無いので登山道からはみ出さないでいただきたい。周

囲の山は赤茶けた山や緑の山が多い中で、山頂部だけが

黒い岩盤で通称黒岳の異名に頷ける山塊だ。この山は麓

からの日帰りが不可能な山

の一つで基本は 2 泊 3 日程

度の縦走登山となる。見どころも多く、登山口により他の百

名山も複数踏破が可能になる。今回は登山者のあこがれで日

本最後の秘境と言われる「雲の平」のお花畑と水晶岳、日本

一遠い温泉「高天原温泉」の露天風呂を快晴と満天の星空の

下で味わうことができました。ここはお薦めの山旅です。 
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８ 厚生労働省（林野庁・全木連）からのお知らせ 

 

厚生労働省が所管する「労働時間等設定改善法（平成4年法律第90号）」が改正され（平

成31年４月１日施行）、事業主の皆様は、他の事業主との取引において、長時間労働につ

ながる短納期発注や発注内容の頻繁な変更を行わないよう配慮する必要があります。 

 他の事業主との取引を行うに当たって、次のような取組が行われるよう、社内に周知・

徹底を図りましょう。経済産業省・中小企業庁が所管する「下請中小企業振興法（昭和45

年法律第145号）」に基づく「振興基準」には、親事業者と下請事業者の望ましい取引関係

が定められています。 

●やむを得ず短納期発注や急な仕様変更などを行う場合には、残業代等の適正なコストは

親事業者が負担すること。 

●親事業者は、下請事業者の「働き方改革」を阻害する不利益となるような取引や要請は

行わないこと。 

親事業者は、取引対価の見直し要請があった場合には、人手不足や最低賃金の引き上げな

どによる労務費の上昇について、その影響を反映するよう協議すること。 

●親事業者は、継続的な取引を行う下請事業者に対して、安定的な生産が行えるよう長期

発注計画を提示し、発注の安定化に努めること。 

●発注内容を変更するときは、不当なやり直しが生じないよう十分に配慮すること。 
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９ 住宅着工状況 
 令和元年 9 月期の県内新設住宅着工戸数は 533戸となり、対前月比 106.0％、対前年同月比 95.9％、前年累計比は 96.2％となった。地
域別では山形市・東根市・米沢市・南陽市が伸びている。米沢市はＲＣ造が 60戸分含まれる。南陽市は純増。県木造率は 85.0％。 
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